
表
彰

知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た

　

6
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
兵
庫

県
い
ず
み
会
40
周
年
記
念
大
会
に

お
い
て
、
積
極
的
に
地
域
住
民
の

た
め
に
食
生
活
改
善
活
動
に
取
り

組
み
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
と

し
て
、
播
磨
町
い
ず
み
会
会
長
北

村
和
美
さ
ん
が
、
健
康
づ
く
り
な

ど
に
か
か
る
知
事
表
彰
栄
養
の
部

（
優
良
い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
）
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

福
祉税

暮
ら
し

募
集

水
道

相
談

下
水
道

防
災

ほか ほか

9月

●一年中おいしい
アイスデザート

●アーカイブ・
ボランティア
大西 愛 編（大阪大学出版会） 福田 里香 著（主婦と生活社）

●世界のチョウ
今森 光彦 著（アリス館）

●童謡えほん
萩原 昌好 編（あすなろ書房）

●漱石「こころ」の言葉 夏目 漱石 著

●完本うらやましい死に方 五木 寛之 編

●明治の刺繍絵画名品集 村田 理如 編・著

●ひみつの王国 評伝石井桃子 尾崎 真理子 著

●ウナギと日本人 筒井 功 著

●絹の国を創った人々 志村 和次郎 著

●山のことば辞典 豊田 和弘 著

●まぜごはん 内田麟太郎詩集 内田 麟太郎 著

●はじまりのとき タィン・ハ・ライ 作

●うみの100かいだてのいえ いわい としお 作

●ルルとララのコットンのマカロン
あんびる やすこ 作・絵

●もしもーし 山岡 ひかる 作

●母さんが消えた夏 キャロライン・アダーソン 著

●幻のドラゴン号 ジェームズ・A．オーウェン 作

施
設
・
登
録
団
体
、

各
種
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

健
康
保
険

播
磨
町
心
身
障
害
者
福
祉
年
金

の
支
給

��

9
月
期
支
給
の
前
期
分
の
心
身

障
害
者
福
祉
年
金
は
9
月
25
日
㈭

に
振
り
込
み
ま
す
。
支
給
対
象
と

な
る
方
に
は
、
8
月
に
支
給
決
定

通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
支

給
口
座
に
変
更
の
あ
る
方
は
、
9

月
10
日
㈬
ま
で
に
福
祉
グ
ル
ー
プ

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
0
7
9
（
4
3
5
）
2
3
6
1

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

掛
金
補
助
金
の
振
り
込
み

　

平
成
26
年
度
第
1
期
の
心
身
障

害
者
扶
養
共
済
の
掛
金
補
助
は
、

8
月
25
日
㈪
に
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。
個
人
あ
て
の
通
知
は
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
0
7
9
（
4
3
5
）
2
3
6
1

重
度
心
身
障
害
者
介
護
手
当

の
振
り
込
み

　

8
月
期
支
給
の
重
度
心
身
障
害

者
介
護
手
当
は
、
8
月
25
日
㈪
に

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
個
人
あ

て
の
通
知
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
在
宅
高
齢
者
介
護
手
当
と
は
支

給
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
0
7
9
（
4
3
5
）
2
3
6
1

　

国
民
年
金
に
は
収
入
の
減
少
や

失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
国

民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶

予
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

免
除
に
は
、
全
額
免
除
、
4
分
の

3
免
除
、
半
額
免
除
、
そ
し
て
4

分
の
1
免
除
の
4
つ
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
免
除
が
承
認

さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
・
障
害
・

遺
族
の
各
基
礎
年
金
に
つ
い
て
、

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

を
み
る
場
合
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
と
同
じ
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
を
計
算
す
る
と
き
に
、
保
険

料
免
除
の
承
認
さ
れ
た
期
間
が
あ

る
場
合
に
は
、
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
場
合
と
比
べ
て
免
除
な
ど

の
種
類
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
を

1
と
す
る
と
、
全
額
免
除
期
間
は

2
分
の
1
、
4
分
の
3
免
除
期
間

は
8
分
の
5
、
半
額
免
除
期
間
は

4
分
の
3
、
4
分
の
1
免
除
期
間

は
8
分
の
7
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
21
年
3
月
以
前
に
免

除
を
受
け
た
期
間
は
、
全
額
免
除

期
間
は
3
分
の
1
、
4
分
の
3
免

除
期
間
は
2
分
の
1
、
半
額
免
除

期
間
は
3
分
の
2
、
4
分
の
1
免

除
期
間
は
6
分
の
5
で
計
算
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
と
若
年

者
納
付
猶
予
に
よ
っ
て
保
険
料
の

納
付
を
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
資

格
期
間
に
は
反
映
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
反
映

さ
れ
な
い
カ
ラ
期
間
に
な
り
ま
す
。

追
納
で
年
金
額
を
ア
ッ
プ

　

こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
を
承
認

さ
れ
た
期
間
や
学
生
納
付
特
例
や

納
付
猶
予
を
承
認
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
あ
と
で
経
済
的
に
ゆ

と
り
が
で
き
た
と
き
に
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
し
て

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
納
に
関
す
る
注
意
事
項

①
追
納
で
き
る
の
は
追
納
が
承
認

さ
れ
た
月
か
ら
起
算
し
て
10
年
以

内
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
（
例
え
ば
、

平
成
26
年
4
月
分
は
平
成
36
年
4

月
末
ま
で
）

②
追
納
で
き
る
期
間
の
順
序
は
、

原
則
と
し
て
先
に
免
除
さ
れ
た
期

間
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
学

生
納
付
特
例
期
間
及
び
若
年
者
納

付
猶
予
期
間
は
、
ど
ち
ら
を
優
先

し
て
納
め
る
か
を
本
人
が
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

③
保
険
料
の
免
除
も
し
く
は
納
付

猶
予
を
承
認
さ
れ
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
、
3
年
度
目
以

降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
と
き
は
、

承
認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
額

に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
追
納
す
る
際
の

保
険
料
は
、
表
の
通
り
で
す
。

追
納
の
手
続
き

　

追
納
を
希
望
す
る
と
き
は
、「
国

民
年
金
保
険
料
追
納
申
込
書
」
を

保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
加
古

川
年
金
事
務
所
に
提
出
し
ま
す
。

こ
の
「
申
込
書
」
に
は
、
自
分
の

免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
期
間
を

確
認
し
て
記
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
追
納
の
申
し
込
み
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
厚
生
労
働
大

臣
の
承
認
を
受
け
た
の
ち
に
、
通

知
書
と
納
付
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
。

▼
必
要
書
類
な
ど

①
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

の
わ
か
る
も
の　

②
認
め
印

免
除
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
！

▼
問
合
せ　

保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
☎
0
7
9
（
4
3
5
）
2
5
8
1

加
古
川
年
金
事
務
所
☎
0
7
9
（
4
2
7
）
4
7
4
3

免除された年度
追納保険料額（月額）

全額免除
学生納付特例 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除 若年者納付猶予

平成16年度 14,750円 ── 7,370円 ── ──

17年度 14,790円 ── 7,390円 ── 14,790円

18年度 14,840円 11,130円 7,420円 3,710円 14,840円

19年度 14,880円 11,150円 7,440円 3,710円 14,880円

20年度 15,000円 11,250円 7,500円 3,750円 15,000円

21年度 15,070円 11,300円 7,540円 3,760円 15,070円

22年度 15,340円 11,500円 7,670円 3,830円 15,340円

23年度 15,130円 11,340円 7,560円 3,780円 15,130円

24年度 14,980円 11,230円 7,490円 3,740円 14,980円

25年度 15,040円 11,280円 7,520円 3,760円 15,040円

※平成24度・平成25度は追納加算額はありません。

おくやみ　【７・８月届出分】
氏　名（敬称略） 町　名 年齢

BAN-BANネットワークス111チャンネル
東播磨ふれあいネット
行政広報番組

  放送時間   
月曜日 9：00～、19：00～
火曜日13：00～、17：30～
水曜日 9：00～、19：00～
木曜日13：00～、17：30～
金曜日 9：00～、15：00～、19：00～
土曜日 6：00～、16：00～、23：00～
日曜日 9：00～、17：00～

加古川市

稲美町

播磨町

件 数 傷 者 死者

852
80
76

（－111）

（－46）

（－29）

989
98
100

（－184）

（－47）

（－24）

3
0
0

（+1）

（－1）

（±0）

平成26年6月末現在
前年比

7月の町内犯罪発生件数　31件
（前月比 ＋6件）

平成26年犯罪累計　　183件

八木 洋護 （宮北） 71

この番組は、加古川市、高砂市、稲
美町、播磨町の2市2町が共同企画す
る行政広報番組です。行政からの広
報や啓発などをお伝えしています。

・9月1日～（稲美町）
　特定健診・特定保健指導について
・9月16日～（加古川市）
　家庭のごみ減量に“一手”
○収録場所（播磨町）
　石ヶ池公園パークセンター

空き巣など 2

オートバイ盗 1

自転車盗 8

車上ねらいなど 10

器物損壊 6

その他 4

種　別

●月●の●内●容●9

年 金年年年年年 年 金金金金金年 金年 金年 金防災防災 コラムコラム

※年金のこと、もっと詳しく知りたい方は、日本年金機構のホームページもご利用ください。
http://www.nenkin.go.jp/

長寿祝金を支給します

　9月の「敬老月間」にちなんで播磨町から長寿祝金
を支給します。
　対象の方には、個別に９月中旬に封書で詳細を通
知します。最寄りの支給場所でお受け取りください。
▶問合せ　福祉グループ☎079（435）2361

長寿祝金支給日 時　間 場　所

９月16日（火）、17日（水） ９：00〜17：00 福祉グループ
（④の窓口）

９月18日（木）
９：00〜11：00 南部コミセン
14：00〜16：00 西部コミセン

９月19日（金）
９：00〜11：00 野添コミセン
14：00〜16：00 東部コミセン

９月22日（月）〜30日（火）
（土・日、祝日は除きます）９：00〜17：00

福祉グループ
（④の窓口）

※9月30日（火）が最終になりますので、ご注意ください。

そ
の
他

播
磨
町
の
教
育

保
健
と
健
康

情
報
の
ペ
ー
ジ

催
し
＆
施
設
ガ
イ
ド

12
 広報はりま26.9  

13
 広報はりま26.9  



旧
軍
人
等
恩
給
説
明
・
相
談
会

の
開
催

　

兵
庫
県
が
、
県
内
に
居
住
す
る

旧
軍
人
な
ど
を
対
象
に
次
の
日

程
・
開
催
場
所
に
て
各
種
恩
給
制

度
の
説
明
及
び
個
別
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。（
予
約
不
要
）

▼
日
時　

10
月
3
日
㈮　

午
後
2

時
〜
4
時

▼
場
所　

姫
路
市
市
民
会
館
第
3

会
議
室

▼
対
象
者

①
旧
軍
人
で
、
実
際
に
軍
人
と
し

て
の
在
職
期
間
が
3
年
以
上
の
方

ま
た
は
そ
の
遺
族

②
軍
人
期
間
中
に
公
務
ま
た
は
勤

務
関
連
な
ど
に
よ
り
傷
病
を
受

け
、
現
在
も
こ
れ
ら
の
傷
病
に
よ

る
後
遺
症
の
あ
る
方

③
実
在
職
年
が
は
っ
き
り
し
な
い

が
軍
人
期
間
の
あ
る
方
ま
た
は
そ

の
遺
族

▼
問
合
せ

○
旧
軍
人
等
恩
給
説
明
・
相
談
会

に
関
す
る
こ
と

兵
庫
県
生
活
支
援
課
恩
給
援
護
班

係☎
0
7
8
（
3
6
2
）
3
2
0
4

○
こ
の
記
事
に
関
す
る
こ
と

福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
0
7
9
（
4
3
5
）
2
3
6
2

福
祉税

暮
ら
し

募
集

水
道

相
談

下
水
道

防
災

ほか ほか

9月

●一年中おいしい
アイスデザート

●アーカイブ・
ボランティア
大西 愛 編（大阪大学出版会） 福田 里香 著（主婦と生活社）

●世界のチョウ
今森 光彦 著（アリス館）

●童謡えほん
萩原 昌好 編（あすなろ書房）

●漱石「こころ」の言葉 夏目 漱石 著

●完本うらやましい死に方 五木 寛之 編

●明治の刺繍絵画名品集 村田 理如 編・著

●ひみつの王国 評伝石井桃子 尾崎 真理子 著

●ウナギと日本人 筒井 功 著

●絹の国を創った人々 志村 和次郎 著

●山のことば辞典 豊田 和弘 著

●まぜごはん 内田麟太郎詩集 内田 麟太郎 著

●はじまりのとき タィン・ハ・ライ 作

●うみの100かいだてのいえ いわい としお 作

●ルルとララのコットンのマカロン
あんびる やすこ 作・絵

●もしもーし 山岡 ひかる 作

●母さんが消えた夏 キャロライン・アダーソン 著

●幻のドラゴン号 ジェームズ・A．オーウェン 作

施
設
・
登
録
団
体
、

各
種
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

健
康
保
険

住
宅
相
談
会
の
案
内

　

現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
に
つ
い

て
、
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
な
ど

住
ま
い
に
関
す
る
相
談
に
専
門
家

（
一
級
建
築
士
）
が
お
答
え
す
る

無
料
住
宅
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

9
月
27
日
㈯

午
後
1
時
〜
4
時　

1
時
間
程

度
。
完
全
予
約
制

▼
場
所　

役
場
第
1
庁
舎
1
階
101

会
議
室

▼
申
込
締
切
日　

9
月
17
日
㈬

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
F
A�

X
ま
た
は
電
話
で
予
約
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い

都
市
計
画
グ
ル
ー
プ

☎
0
7
9
（
4
3
5
）
2
3
6
6

0
7
9
（
4
3
5
）
0
5
9
2

	

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー	

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

▼
日
程　

10
月
9
日
㈭
、
10
日
㈮

の
2
日
間
完
全
受
講　

午
前
9
時

〜
午
後
5
時

▼
場
所

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
受
付
期
間　

9
月
8
日
㈪
〜
12

日
㈮

▼
定
員　

先
着
100
人

▼
申
込
時
に
必
要
な
物　

講
習
費

用
6
千
700
円
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

及
び
証
明
写
真
（
縦
3
㌢
×
横
2．4

㌢
）
1
枚

▼
受
付
場
所
・
問
合
せ　

加
古
川

市
消
防
本
部
予
防
課
（
加
古
川
市

役
所
消
防
庁
舎
5
階
）

☎
0
7
9
（
4
2
7
）
6
5
3
2

※
電
話
及
び
郵
送
に
よ
る
申
し
込

み
は
、
一
切
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

	

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー	

普
通
救
命
講
習
会

　

固
定
や
止
血
な
ど
の
応
急
手

当
、
A
E
D
を
使
用
し
た
心
肺
蘇

生
法
の
講
習
会
で
す
。

▼
日
時　

9
月
20
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜
12
時
30
分

▼
場
所

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

播
磨
町
、
稲
美
町
、
加

古
川
市
に
在
住
か
在
勤
の
人

▼
定
員　

先
着
30
人

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

9
月
5
日

㈮
午
前
9
時
か
ら
、
電
話
で
受
け

付
け
ま
す
。
月
曜
日
、
16
日
㈫
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

☎
0
7
9
（
4
2
3
）
0
1
1
9

福
祉税

暮
ら
し

募
集

水
道

相
談

下
水
道

防
災

ほか ほか

9月

●一年中おいしい
アイスデザート

●アーカイブ・
ボランティア
大西 愛 編（大阪大学出版会） 福田 里香 著（主婦と生活社）

●世界のチョウ
今森 光彦 著（アリス館）

●童謡えほん
萩原 昌好 編（あすなろ書房）

●漱石「こころ」の言葉 夏目 漱石 著

●完本うらやましい死に方 五木 寛之 編

●明治の刺繍絵画名品集 村田 理如 編・著

●ひみつの王国 評伝石井桃子 尾崎 真理子 著

●ウナギと日本人 筒井 功 著

●絹の国を創った人々 志村 和次郎 著

●山のことば辞典 豊田 和弘 著

●まぜごはん 内田麟太郎詩集 内田 麟太郎 著

●はじまりのとき タィン・ハ・ライ 作

●うみの100かいだてのいえ いわい としお 作

●ルルとララのコットンのマカロン
あんびる やすこ 作・絵

●もしもーし 山岡 ひかる 作

●母さんが消えた夏 キャロライン・アダーソン 著

●幻のドラゴン号 ジェームズ・A．オーウェン 作

施
設
・
登
録
団
体
、

各
種
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

健
康
保
険

	

兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院	

平
成
27
年
度
兵
庫
県
立
障
害
者

高
等
技
術
専
門
学
院
学
院
生

募
集

▼
応
募
資
格　

一
般
の
能
力
開
発

施
設
に
お
い
て
訓
練
を
受
講
す
る

こ
と
が
困
難
な
身
体
な
ど
に
障
が

い
の
あ
る
人
で
、
次
の
す
べ
て
の

条
件
を
満
た
し
て
い
る
人

・�

障
が
い
の
状
態
が
固
定
し
、
職

業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

再
発
悪
化
の
お
そ
れ
が
な
い

・
集
団
生
活
に
支
障
が
な
い

・�

就
業
の
意
思
を
有
し
、
職
業
的

自
立
が
見
込
ま
れ
る

・�

当
該
科
の
技
能
習
得
が
可
能
で

意
欲
が
あ
る

▼
募
集
期
間　

10
月
1
日
㈬
〜
28

日
㈫

▼
応
募
方
法　

現
住
所
を
管
轄
す

る
公
共
職
業
安
定
所
で
ご
相
談
の

上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い

※
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
は
体
験

入
校
の
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ　

兵
庫
県
立
障
害
者
高

等
技
術
専
門
学
院

☎
0
7
8
（
9
2
7
）
3
2
3
0

0
7
8
（
9
2
8
）
5
5
1
2

	

兵
庫
県
立
神
出
学
園	

平
成
26
年
10
月
生
の
募
集

▼
対
象　

中
学
校
を
卒
業
し
た
県

内
在
住
の
23
歳
未
満
の
男
女
で
、

不
登
校
な
ど
に
よ
り
進
路
発
見
が

困
難
な
状
況
に
あ
り
な
が
ら
も
、

自
分
の
生
き
方
や
進
路
を
見
つ
け

た
い
と
い
う
意
欲
を
持
ち
、
体
験

学
習
や
寮
で
の
共
同
生
活
が
で
き

る
人

▼
願
書
締
切
日　

9
月
8
日
㈪

▼
問
合
せ　

兵
庫
県
立
神
出
学
園

☎
0
7
8
（
9
6
5
）
1
1
2
2

	

防
衛
省	

自
衛
官
募
集

▼
種
目　

①
防
衛
大
学
校
学
生　

②
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生�

③
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学

生▼
応
募
資
格

高
卒
（
見
込
み
）
〜
21
歳
未
満

▼
受
付
期
限　

9
月
5
日
㈮
〜
30

日
㈫

▼
一
次
試
験
日　

①
11
月
8
日
㈯
、

9
日
㈰　

②
11
月
1
日
㈯
、
2
日

㈰�

③
10
月
18
日
㈯

▼
申
込
み
・
問
合
せ

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部

☎
0
7
9
（
4
2
6
）
3
2
9
0

	
あ
っ
ぷ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
播
磨	

あ
っ
ぷ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

播
磨
見
学
会
と
地
域
ふ
れ
あ

い
介
護
相
談

　

播
磨
町
に
新
し
く
、
認
知
症
や

介
護
の
相
談
窓
口
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
密
着
型
の
施
設
と
し
て
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
大
切
に

し
、
温
か
み
の
あ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
介
護
を
提
供
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
見
学
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　

9
月
20
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所　

あ
っ
ぷ
る
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
播
磨
（
野
添
401

−

3
）

▼
問
合
せ　

あ
っ
ぷ
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
播
磨

☎
0
7
8
（
9
4
4
）
1
7
9
9

	

播
磨
町
権
利
擁
護
ま
ち
づ
く
り
委
員
会	

権
利
擁
護
支
援
員
養
成
講
座 

受
講
生
募
集

　

地
域
で
高
齢
者
や
、
障
が
い
の

あ
る
方
が
い
つ
ま
で
も
安
心
・
安

全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
日
常
生
活
の
相
談
に
の
り
、

見
守
る
「
権
利
擁
護
支
援
員
」
の

養
成
講
座
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る

講
師
か
ら
、
一
緒
に
楽
し
く
基
礎

知
識
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
詳
し
い
こ

と
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

9
月
30
日
㈫
〜
11
月
25

日
㈫
の
毎
週
火
曜
日
（
全
9
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

播
磨
町
福
祉
し
あ
わ
せ

セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

播
磨
町
在
住
か
在
勤
の

方▼
定
員　

先
着
20
人

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

播
磨
町
権

利
擁
護
ま
ち
づ
く
り
委
員
会　

事

務
局　

播
磨
町
社
会
福
祉
協
議
会�

☎
0
7
9
（
4
3
5
）
1
7
1
2

※
駐
車
場
が
少
な
い
為
、
な
る
べ

く
徒
歩
も
し
く
は
電
車
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

	

播
磨
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー	

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座　

参
加
者
募
集

　

地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る
し
く

み
づ
く
り
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
し
た
介
護
予
防
の
推
進
を

め
ざ
し
て
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

「
ま
ず
は
学
ん
で
み
た
い
」
と

思
う
方
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
心
が
あ
る
方
な
ど
、
ど
な
た

で
も
ど
う
ぞ
。

▼
講
座
内
容　

全
4
回

す
べ
て
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30

分①
10
月
8
日
㈬

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
基
本

・�

播
磨
町
の
介
護
保
険
の
現
状
と

高
齢
者
の
理
解

②
10
月
22
日
㈬

・�
基
礎
介
護
技
術�

〜
外
出
、
移

動
の
支
援
〜

③
11
月
5
日
㈬

・
認
知
症
の
理
解
と
支
援

④
11
月
19
日
㈬

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
践
を

聴
く

▼
場
所　

播
磨
町
福
祉
し
あ
わ
せ

セ
ン
タ
ー

▼
定
員　

20
人

▼
費
用　

無
料

▼
締
切
日　

9
月
30
日
㈫

▼
申
込
み
・
問
合
せ

播
磨
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
0
7
9
（
4
3
5
）
1
8
4
1

●�

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
終
了
後

　

修
了
者
の
う
ち
、
希
望
す
る
方

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
【
結
い
・

は
り
ま
】
に
参
加
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。【
結
い
・
は
り
ま
】
で

は
、
自
宅
や
介
護
保
険
施
設
で
の

話
し
相
手
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
お
手
伝
い
、
介
護
予
防
教
室
の

お
手
伝
い
な
ど
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
1
回
に
つ

き
1
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
、
50
回

で
金
、
30
回
で
銀
、
20
回
で
銅
の

マ
イ
ス
タ
ー

と
し
て
認
定

し
ま
す
。
平

成
25
年
度
は

金
1
人
、
銀

3
人
、
銅
1

人
の
マ
イ
ス

タ
ー
が
誕
生

し
ま
し
た
。

	

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構	

ご
存
知
で
す
か

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業

を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度

で
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業

を
営
む
方

▼
対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業

の
現
場
で
働
く
人

▼
掛
け
金　

日
額
310
円

▼
問
合
せ　

独
立
行
政
法
人
勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構
兵
庫
支
部

☎
0
7
8
（
9
9
7
）
2
3
3
3

	

姫
路
税
関
支
署	

終
戦
当
時
引
揚
者
の
皆
さ
ま
へ

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
次
の
通
貨
及
び
証
券
な
ど
を
お

返
し
し
て
い
ま
す
。
返
還
の
お
申

し
出
は
、
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、

ご
家
族
の
方
々
で
も
結
構
で
す
。

▽
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の

関
税
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通

貨
及
び
紙
幣

▽
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

領
事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券

な
ど
の
う
ち
、
日
本
に
送
還
さ
れ

た
も
の

▼
問
合
せ　

姫
路
税
関
支
署　

管

理
課

☎
0
7
9
（
2
3
5
）
4
5
7
1

第6回はりま矯正展　9月27日（土）10：00〜16：00　播磨社会復帰促進センター（加古川市八幡町宗佐544）
▶問合せ　総務庶務課☎０７９（４３０）５５０３

そ
の
他

播
磨
町
の
教
育

保
健
と
健
康

情
報
の
ペ
ー
ジ

催
し
＆
施
設
ガ
イ
ド

そ
の
他

播
磨
町
の
教
育

保
健
と
健
康

情
報
の
ペ
ー
ジ

催
し
＆
施
設
ガ
イ
ド
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